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１．概要（Summary） 
非磁性体に特有なスピンホール効果（SHE）は電荷蓄

積を伴わないので、通常のホール電圧として検出できな

いが、磁性体電極を通じたスピン注入下で SHE を測定す

ることによって、電荷蓄積の伴う異常ホール効果（AHE）と

して観測することは原理的可能である。ただし、スピン拡

散長と同程度以下のチャネル長をもつホール素子が必要

である。本研究では、自律型スピン流の共鳴発生を伴う場

合には、スピン拡散長より遥かに長いチャネル長であって

も、スピン注入型AHEが観測可能であることを、理論的に

導くと共にそれに対応する実験的研究を行った。 

 

２．実験（Experimental） 
【利用した主な装置】 多機能薄膜作製装置 
【実験方法】 自律型スピン流とは、敢えて電流を流さなく

ても、電場とスピン依存化学ポテンシャルの下で発生する

スピン流のことを指す。その自律型スピン流の発生条件と

ホール効果測定の電流境界条件とが一致することが、両

極性伝導体（正孔と電子が同時に電流に寄与する伝導

体）ではあり得るというのが、我々の理論的予測である。両

極性伝導体として YH2 を用いて、フェ リ磁性体

Tb26Fe66Co8電極からスピン偏極した電流を注入しなが

らホール効果測定を行う。このときのYH2チャネル長は約

10 µm である。磁場（磁場範囲±5T）を試料面に対して

垂直に印加した状態で、電流値 50 µA 以下, 周波数 10 
Hz の交流電流を面内に流し、電流と交差する電極間電

位差を計測して、ホール抵抗を評価した。 
 
 

３．結果と考察（Results and Discussion） 
Fig. 1 に、室温ホール抵抗の磁場依存性の観測値（白

丸）と共鳴ホール効果の理論計算（実線）を示す。計算で

は、正孔と電子に対して、ほぼ同一の濃度（3.25×

1027 m-3）、移動度(5.5×10-3 m2/Vs)、及びスピン軌道相互

作用（有効磁場 225 T）を採用し、バイアス電流のスピン偏

極度を約 0.15% とすると、AHE 的な挙動を説明出来る。

電流スピン偏極度は小さいにも関わらず、AHE が観測さ

れているのは、共鳴効果のためと考えられる。 
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Fig. 1: Room temperature Hall resistivity 
in TbFeCo/YH2. 


